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ＴＡＣ information  

JA 京都中央では、新たな産地づくりを目指し２０１９

年度より「京おくら」の生産振興に取り組んでいます。 

JA では、次年度へ向けて新たな生産者を大募集して

います！！！興味のある方は、各経済センターへお問

い合わせください！ 

 2022 年７月１２日 JA 京都中央長岡京花菜部会が、乙訓農業構造改善セン

ターにて３４回目となる総会を開催しました。 

 新たに部会長に就任された乙訓支店の森田啓史さんは、「コロナ禍による需

要の低迷やロシア軍のウクライナ侵攻等の影響による肥料高騰など花菜の生

産・販売状況は厳しさを増すばかりですが、部会員一丸となってこの厳しい状

況を乗り切っていきましょう！」と力強く挨拶されました。 

 総会では、京都青果合同株式会社、全農京都府本部から京都市場や東京市場

における花菜の出荷実績や市場情勢について、京のふるさと産品協会からは、

ブランド産品の販売促進活動の内容についての報告がありました。 

 京都乙訓農業改良普及センターからは、転炉さいを利用したアブラナ科野菜

の根こぶ病防除試験経過についての報告がありました。 

 そのほか、提出された議案についてはすべて承認され、無事総会は終了しま

した。 

新部会長の森田啓史さん 祝辞を述べる田村組合長 



 


